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八
条
院
高
倉
に
つ
い
て
（
一
）
高
木
佳
子
は
じ
め
に
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
女
流
歌
人
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
勅
集
に
、『
風
雅
和
歌
集
』
を
除
い
た
他
の
十
三
代
集
の
う
ち
十
二
の
勅
集
に
そ
の
歌
が
入
集
し
て
い
る
八
条
院
高
倉
に
つ
い
て
、
作
品
お
よ
び
高
倉
の
名
が
み
え
て
い
る
文
献
な
ど
、
高
倉
に
関
す
る
資
料
を
収
集
整
理
し
た
い
。
八
条
院
高
倉
に
つ
い
て
は
、
谷
山
茂
氏
注
１
に
よ
っ
て
既
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
安
藤
操
氏
注
２
に
よ
る
「
八
条
院
高
倉
」
（
『
学
苑
』
昭
和
三
十
二
年
九
月
号
）
の
論
考
で
、
高
倉
の
作
品
の
所
在
が
調
査
研
究
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
安
井
久
善
氏
注
３
、
さ
ら
に
久
保
田
淳
氏
注
４
等
の
研
究
成
果
を
足
懸
り
に
、
八
条
院
高
倉
の
作
品
お
よ
び
高
倉
に
つ
い
て
そ
の
名
の
み
え
て
い
る
も
の
を
、
で
き
る
限
り
以
下
に
ま
と
め
た
。
一
八
条
院
高
倉
は
、
鳥
羽
天
皇
皇
女
八
条
院
暲
子
内
親
王
（
鳥
羽
第
三
皇
女
。
母
長
実

女
。
美
福
門
院
。
『
女
院
小
伝
』
）
に
仕
え
た
女
房
で
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
み
る
と
、
藤
原
不
比
等
の
子
で
恵
美
押
勝
と
兄
弟
に
な
る
南
家
元
祖
で
あ
る
武
智
麿
を
祖
先
に
も
ち
、
「
左
大
臣
武
智
麿
四
男
参
議
巨
勢
麿
十
三
男
」
貞
嗣
の
流
れ
を
む
澄
憲
（
法
印
大
僧
都
建
仁
三
年
一
二
〇
三
八
月
三
日
入
滅
）
の
娘
で
、
信
西
（
藤
原
通
憲
）
の
孫
に
あ
た
り
、
『
尊
卑
分
脈
』
の
注
に
「
八
条
院
女
房
高
倉
」
と
み
え
て
い
る
。
生
没
年
未
詳
で
あ
る
が
、『
続
拾
遺
和
歌
集
注
５
』
に
、
法
印
覚
寛
よ
ま
せ
侍
り
け
る
七
十
首
歌
の
中
に
八
条
院
高
倉
五
三
一
五
三
〇
身
は
か
く
て
六
十
の
春
を
す
ぐ
し
き
ぬ
年
の
思
は
ん
お
も
ひ
で
も
な
し
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
十
三
代
集
の
勅
歌
人
で
あ
る
覚
寛
法
印
の
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
の
「
覚
寛
法
印
勧
進
七
十
首
」
に
出
詠
注
６
し
て
お
り
、
こ
れ
の
行
な
わ
れ
た
嘉
禎
三
年
に
は
、
六
十
歳
前
後
で
存
命
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
八
条
院
高
倉
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
本
稿
（
一
）
で
は
、
そ
の
作
品
や
高
倉
に
関
連
し
た
勅
集
に
入
集
し
た
詠
歌
四
十
首
注
７
を
確
認
す
る
。
二
八
条
院
高
倉
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歌
が
、
勅
集
二
十
一
代
集
の
う
ち
、
高
倉
の
生
存
中
に
入
さ
れ
た
勅
集
で
あ
る
八
代
集
の
『
新
古
今
和
歌
集
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
後
の
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
ま
で
の
十
三
代
集
で
は
、
『
風
雅
和
歌
集
』
を
除
く
十
二
の
勅
集
に
高
倉
の
歌
が
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
高
倉
の
歌
が
当
時
か
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学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
八
五
五
号
一
五
～
二
二
（
二
〇
一
二
一
）

詠
歌
資
料
集
成

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
『
源
家
長
日
記
注
８
』
に
、
又
、
八
条
院
ニ
『
高
倉
殿
と
申
人
を
は
す
な
り
。
そ
の
人
の
歌
と
そ
あ
る
人
の
か
た
り
申
け
る
。
く
も
れ
か
し
な
か
む
る
か
ら
に
悲
し
き
は
月
に
お
ほ
ゆ
る
人
の
お
も
か
け
此
歌
を
き
こ
し
め
し
て
、
そ
れ
も
歌
た
て
ま
つ
り
な
と
つ
ね
に
侍
。
と
み
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
後
鳥
羽
院
に
認
め
ら
れ
る
注
９
と
こ
ろ
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
八
条
院
高
倉
の
作
品
な
ら
び
に
高
倉
に
関
連
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
先
ず
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品
、
資
料
を
以
下
の
要
領
で
ま
と
め
、
そ
の
一
覧
を
掲
げ
る
。
勅
集
二
十
一
代
集
に
入
さ
れ
た
歌
お
よ
び
歌
合
、
私
集
等
に
収
め
ら
れ
た
高
倉
の
歌
を
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
注
５
に
よ
っ
て
提
示
し
て
、
あ
と
に
歌
を
示
す
。
（
便
宜
上
、
二
十
一
代
集
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。
八
代
集
最
後
の
『
新
古
今
和
歌
集
』
を
〔
8〕
と
し
、
続
け
て
十
三
代
集
に
も
通
し
番
号
を
付
し
た
。）
〔
8〕『
新
古
今
和
歌
集
』
（
七
首
注
）
五
四
二
〇
八
五
二
五
一
一
四
六

一
二
〇
一
一
二
七
〇
一
八
四
一
〔
9〕『
新
勅
和
歌
集
』
（
十
三
首
）
二
一
九
三
〇
六
三
六
一
四
二
五

五
三
一
五
三
二
六
〇
三
六
〇
四

七
九
二
八
〇
二
九
〇
九
一
二
四
〇

一
二
六
二
〔
10〕『
続
後
和
歌
集
』
（
六
首
）
一
四
〇
五
九
〇
一
〇
〇
一
一
一
二
六
一
一
七
九
一
二
二
三
〔
11〕『
続
古
今
和
歌
集
』
（
一
首
）
一
二
一
三
〔
12〕『
続
拾
遺
和
歌
集
』
（
二
首
）
四
八
一
五
三
〇
〔
13〕『
新
後
和
歌
集
』
（
一
首
）
六
二
四
〔
14〕『
玉
葉
和
歌
集
』
（
二
首
）
一
三
三
一
八
七
二
〔
15〕『
続
千
載
和
歌
集
』
（
二
首
）
一
六
七
〇
三
〔
16〕『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
一
首
）
六
三
五
〔
17〕『
風
雅
和
歌
集
』
入
な
し
〔
18〕『
新
千
載
和
歌
集
』
（
二
首
）
九
一
二
一
三
〇
八
〔
19〕『
新
拾
遺
和
歌
集
』
（
一
首
注
）
一
〇
〇
二
〔
20〕『
新
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
一
首
）
一
〇
五
〔
21〕『
新
続
古
今
和
歌
集
』
（
一
首
）
二
〇
三
五
『
春
日
社
歌
合
（
元
久
元
年
）』
（
三
首
）
一
三
四
三
七
三
『
内
裏
百
番
歌
合
（
建
保
四
年
）』（
十
首
）
一
三
三
三
五
三
七
三
九
三
一
一
三
一
三
三
一
五
三
一
七
三
一
九
三
『
冬
題
歌
合
』（
建
保
五
年
）
（
七
首
）
八
二
四
四
〇
五
六
七
二
八
八

一
〇
四
『
名
所
月
歌
合
（
貞
永
元
年
）』
（
三
首
）
四
二
六
四
八
『
新
時
代
不
同
歌
合
』
（
三
首
）
一
六
一
七
一
八
『
女
房
三
十
六
人
歌
合
』
（
三
首
）
八
八
八
九
九
〇
『
新
三
十
六
人
』
（
十
首
）
二
〇
一
二
〇
二
二
〇
三
二
〇
四

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二
〇
五
二
〇
六
二
〇
七
二
〇
八

二
〇
九
二
一
〇
『
万
代
和
歌
集
』
（
十
四
首
）
一
〇
五
一
九
四
一
二
六
七
一
五
三
一
一
七
一
五
一
八
一
四
二
三
八
九

二
五
九
九
二
八
〇
〇
二
九
〇
四
二
九
八
六
三
一
三
七
三
一
八
八
三
六
七
三
『
雲
葉
和
歌
集
』
（
一
首
）
七
八
六
『
夫
木
和
歌
抄
』
（
七
首
）
二
一
八
一
三
五
九
九
六
六
〇
八
九
九
二
一
一
四
七
九
九
一
六
二
六
五

一
六
三
〇
〇
『
定
家
十
体
』
（
一
首
）
一
三
八
八
条
院
高
倉
に
つ
い
て
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
収
め
ら
れ
た
右
の
作
品
の
ほ
か
に
、
『
続
群
書
類
従
』
等
の
次
の
資
料
の
中
に
高
倉
の
名
が
み
え
て
い
る
。
『
新
百
人
一
首
』
（『
続
群
書
類
従
』
第
十
四
輯
上
）
所
収
『
二
八
要
抄
』
（『
続
群
書
類
従
』
第
十
四
輯
上
）
所
収
『
釣
舟
』
（『
続
群
書
類
従
』
第
拾
七
輯
上
）
所
収
以
上
、
高
倉
の
歌
、
な
ら
び
に
高
倉
に
関
連
す
る
資
料
で
、
現
在
ま
で
に
知
り
得
た
も
の
を
ま
と
め
、
そ
の
一
覧
を
示
し
た
。
三
八
条
院
高
倉
の
歌
に
つ
い
て
は
、
先
ず
は
じ
め
に
、
勅
集
に
収
め
ら
れ
た
高
倉
の
作
品
か
ら
提
示
す
る
。
〔
8〕『
新
古
今
和
歌
集
』（
七
首
）
巻
第
一
春
歌
上
題
し
ら
ず
八
条
院
高
倉
五
四
ひ
と
り
の
み
な
が
め
て
散
り
ぬ
む
め
の
花
し
る
ば
か
り
な
る
人
は
問
ひ
こ
ず
巻
第
三
夏
歌
時
鳥
を
よ
め
る
八
条
院
高
倉
二
〇
八
一
こ
ゑ
は
お
も
ひ
ぞ
あ
へ
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す
た
そ
か
れ
時
の
雲
の
ま
よ
ひ
に
巻
第
五
秋
歌
下
秋
の
う
た
と
て
よ
め
る
八
条
院
高
倉
五
二
五
神
な
び
の
み
む
ろ
の
こ
ず
ゑ
い
か
な
ら
む
な
べ
て
野
山
も
時
雨
す
る
比
巻
第
十
二
恋
歌
二
題
し
ら
ず
八
条
院
高
倉
一
一
四
六
つ
れ
も
な
き
人
の
心
は
う
つ
せ
み
の
む
な
し
き
こ
ひ
に
身
を
や
か
へ
て
む
巻
第
十
三
恋
歌
三
題
し
ら
ず
八
条
院
高
倉
一
二
〇
一
い
か
が
ふ
く
身
に
し
む
色
の
か
は
る
か
な
た
の
む
る
く
れ
の
松
か
ぜ
の
こ
ゑ
巻
第
十
四
恋
歌
四
題
し
ら
ず
八
条
院
高
倉
一
二
七
〇
く
も
れ
か
し
な
が
む
る
か
ら
に
か
な
し
き
は
月
に
お
ぼ
ゆ
る
人
の
面
影
巻
第
十
八
雑
歌
下
題
し
ら
ず
八
条
院
高
倉
一
八
四
一
う
き
よ
を
ば
出
づ
る
日
ご
と
に
い
と
へ
ど
も
い
つ
か
は
月
の
入
か
た
を
み
ん
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〔9〕『
新
勅
和
歌
集
』（
十
三
首
）
巻
第
四
秋
歌
上
七
夕
後
朝
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る
八
条
院
高
倉
二
一
九
む
つ
ご
と
も
ま
だ
つ
き
な
く
の
秋
風
に
た
な
ば
た
つ
め
や
そ
で
ぬ
ら
す
ら
ん
巻
第
五
秋
歌
下
建
保
六
年
内
裏
歌
合
、
秋
歌
八
条
院
高
倉
三
〇
六
わ
が
い
ほ
は
を
ぐ
ら
の
山
の
ち
か
け
れ
ば
う
き
よ
を
し
か
と
な
か
ぬ
日
ぞ
な
き
巻
第
五
秋
歌
下
九
月
尽
に
よ
み
侍
り
け
る
八
条
院
高
倉
三
六
一
す
ぎ
は
て
ぬ
い
づ
ら
な
が
月
名
の
み
し
て
み
じ
か
か
り
け
る
秋
の
ほ
ど
か
な
巻
第
六
冬
歌
建
保
五
年
内
裏
歌
合
、
冬
海
雪
八
条
院
高
倉
四
二
五
さ
と
の
あ
ま
の
さ
だ
め
ぬ
や
ど
も
う
づ
も
れ
ぬ
よ
す
る
な
ぎ
さ
の
雪
の
し
ら
な
み
巻
第
八
羈
旅
歌
み
や
こ
を
は
な
れ
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ま
う
で
め
ぐ
り
侍
り
け
る
こ
ろ
、
よ
み
侍
り
け
る
八
条
院
高
倉
五
三
一
世
を
う
し
と
な
れ
し
み
や
こ
は
わ
か
れ
に
き
い
づ
こ
の
山
を
と
ま
り
と
も
な
し
五
三
二
白
雲
の
や
へ
た
つ
山
を
た
づ
ぬ
と
も
ま
こ
と
の
み
ち
は
猶
や
ま
ど
は
む
巻
第
十
釈
教
歌
廿
八
品
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
、
寿
量
品
八
条
院
高
倉
六
〇
三
六
〇
五
身
を
す
て
て
恋
ひ
ぬ
心
ぞ
う
か
り
け
る
い
は
に
も
お
ふ
る
松
は
あ
る
世
に
陀
羅
尼
品
八
条
院
高
倉
六
〇
六
六
〇
四
あ
ま
つ
そ
ら
雲
の
か
よ
ひ
ぢ
そ
れ
な
ら
ぬ
を
と
め
の
す
が
た
い
つ
か
ま
ち
見
む
巻
第
十
三
恋
歌
三
後
朝
の
心
を
八
条
院
高
倉
七
九
四
七
九
二
あ
ふ
こ
と
を
又
は
ま
つ
夜
も
な
き
も
の
を
あ
は
れ
も
し
ら
ぬ
鳥
の
声
か
な
巻
第
十
三
恋
歌
三
こ
ひ
の
う
た
よ
み
侍
り
け
る
に
八
条
院
高
倉
八
〇
四
八
〇
二
わ
す
れ
じ
の
た
だ
ひ
と
こ
と
を
か
た
み
に
て
ゆ
く
も
と
ま
る
も
ぬ
る
る
そ
で
か
な
巻
第
十
四
恋
歌
四
題
知
ら
ず
八
条
院
高
倉
九
一
一
九
〇
九
ふ
く
か
ら
に
身
に
ぞ
し
み
け
る
き
み
は
さ
は
我
を
や
秋
の
こ
が
ら
し
の
か
ぜ
巻
第
十
八
雑
歌
三
な
き
ひ
と
び
と
を
お
も
ひ
い
で
て
よ
み
侍
り
け
る
八
条
院
高
倉
一
二
四
二
一
二
四
〇
か
ず
か
ず
に
た
だ
め
の
ま
へ
の
お
も
か
げ
の
あ
は
れ
い
く
よ
に
と
し
の
へ
ぬ
ら
む
巻
第
十
八
雑
歌
三
文
集
、
親
愛
自
零
落
存
者
仍
別
離
と
い
ふ
心
を
よ
み
侍
り
け
る
八
条
院
高
倉
一
二
六
四
一
二
六
二
あ
す
か
が
は
け
ふ
の
ふ
ち
せ
も
い
か
な
ら
む
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
は
ま
つ
ほ
ど
も
な
し
〔
10〕『
続
後
和
歌
集
』（
六
首
）
巻
第
三
春
歌
下
落
花
不
語
空
辞
樹
と
い
へ
る
心
を
八
条
院
高
倉
一
三
一
一
四
〇
さ
き
も
あ
へ
ず
枝
に
わ
か
る
る
さ
く
ら
ば
な
い
は
ば
や
し
ら
む
思
ふ
心
も
巻
第
十
釈
教
歌
化
城
喩
品
八
条
院
高
倉
五
九
〇
五
八
二
い
そ
ぎ
た
て
こ
こ
は
か
り
ね
の
草
枕
な
ほ
お
く
ふ
か
し
み
よ
し
の
の
里
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巻
第
十
五
恋
歌
五
恋
歌
の
中
に
八
条
院
高
倉
九
九
八
一
〇
〇
一
身
を
か
へ
て
又
も
こ
の
世
に
め
ぐ
り
あ
は
ば
わ
れ
つ
ら
か
ら
ん
事
さ
へ
ぞ
う
き
巻
第
十
七
雑
歌
中
山
ざ
と
に
す
み
て
よ
み
侍
り
け
る
八
条
院
高
倉
一
一
二
三
一
一
二
六
な
べ
て
世
を
か
り
の
や
ど
り
と
お
も
は
ず
は
す
み
う
か
る
べ
き
草
の
い
ほ
か
な
巻
第
十
七
雑
歌
中
題
し
ら
ず
八
条
院
高
倉
一
一
七
六
一
一
七
九
と
に
か
く
に
身
の
う
き
こ
と
の
し
げ
け
れ
ば
ひ
と
か
た
に
や
は
そ
で
は
ぬ
れ
け
る
巻
第
十
八
雑
歌
下
題
し
ら
ず
八
条
院
高
倉
一
二
二
〇
一
二
二
三
は
か
な
し
と
い
ふ
に
も
た
ら
ぬ
身
の
は
て
は
た
だ
う
き
雲
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
そ
ら
〔
11〕『
続
古
今
和
歌
集
』（
一
首
）
巻
第
十
四
恋
歌
四
恋
歌
中
に
八
条
院
高
倉
一
二
二
一
一
二
一
三
と
へ
か
し
な
こ
の
よ
ば
か
り
の
な
さ
け
と
て
う
き
は
む
か
し
の
む
く
い
な
り
と
も
〔
12〕『
続
拾
遺
和
歌
集
』（
二
首
）
巻
第
七
雑
春
歌
題
し
ら
ず
八
条
院
高
倉
四
八
二
四
八
一
見
て
も
又
誰
か
し
の
ば
む
ふ
る
郷
の
お
ぼ
ろ
月
夜
に
匂
ふ
む
め
が
枝
巻
第
七
雑
春
歌
法
印
覚
寛
よ
ま
せ
侍
り
け
る
七
十
首
歌
の
中
に
八
条
院
高
倉
五
三
〇
五
三
一
身
は
か
く
て
六
十
の
春
を
す
ぐ
し
き
ぬ
年
の
思
は
ん
お
も
ひ
で
も
な
し
〔
13〕『
新
後
和
歌
集
』（
一
首
）
巻
第
九
釈
教
歌
是
人
於
仏
道
、
決
定
無
有
疑
八
条
院
高
倉
六
二
四
契
り
お
く
そ
の
ゆ
く
す
ゑ
の
た
の
み
あ
ら
ば
こ
の
世
を
う
し
と
何
か
か
ん
〔
14〕『
玉
葉
和
歌
集
』（
二
首
）
巻
第
一
春
歌
上
三
十
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
八
条
院
高
倉
一
三
三
ゆ
き
て
み
ん
今
は
春
雨
ふ
る
里
に
花
の
ひ
も
と
く
比
も
来
に
け
り
巻
第
十
四
雑
歌
一
三
十
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
時
八
条
院
高
倉
一
八
六
四
一
八
七
二
世
を
す
つ
る
人
に
は
み
せ
じ
山
桜
色
に
し
う
つ
る
こ
こ
ろ
つ
き
け
り
〔
15〕『
続
千
載
和
歌
集
』（
二
首
）
巻
第
一
春
歌
上
建
保
四
年
内
裏
の
百
番
歌
合
に
八
条
院
高
倉
一
六
鶯
の
ふ
る
す
に
た
れ
か
こ
と
づ
て
し
梅
さ
く
宿
を
わ
き
て
と
へ
と
は
巻
第
六
冬
歌
題
し
ら
ず
八
条
院
高
倉
七
〇
七
七
〇
三
つ
も
り
行
く
と
し
の
お
も
は
ん
こ
と
わ
り
も
は
か
な
く
暮
る
る
け
ふ
ぞ
し
ら
る
る
〔
16〕『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』（
一
首
）
巻
第
十
一
恋
歌
一
恋
の
歌
の
中
に
八
条
院
高
倉
六
三
五
い
は
ぬ
ま
は
人
こ
そ
し
ら
ね
み
ち
の
く
の
忍
の
里
に
し
め
は
ゆ
ひ
て
き
―19―
〔18〕『
新
千
載
和
歌
集
』（
二
首
）
巻
第
九
釈
教
歌
廿
八
品
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
、
法
師
功
徳
品
を
八
条
院
高
倉
九
一
二
津
の
国
や
な
に
は
に
お
ふ
る
よ
し
あ
し
は
い
ふ
人
か
ら
の
こ
と
の
は
ぞ
か
し
巻
第
十
三
恋
歌
三
恋
の
歌
の
中
に
一
三
〇
八
日
に
そ
へ
て
思
ひ
ぞ
し
げ
る
大
あ
ら
き
の
う
き
た
の
杜
や
我
が
身
な
る
ら
ん
〔
19〕『
新
拾
遺
和
歌
集
』（
一
首
）
巻
第
十
一
恋
歌
一
建
保
五
年
内
裏
歌
合
に
、
冬
夜
恋
八
条
院
高
倉
一
〇
〇
二
長
き
夜
に
氷
か
た
し
き
ふ
し
わ
び
ぬ
ま
ど
ろ
む
程
の
涙
な
ら
ね
ば
〔
20〕『
新
後
拾
遺
和
歌
集
』（
一
首
）
巻
第
二
春
歌
下
建
保
内
裏
の
百
番
の
歌
合
に
八
条
院
高
倉
一
〇
五
こ
れ
な
ら
で
何
を
此
世
に
し
の
ば
ま
し
花
に
か
す
め
る
春
の
明
ぼ
の
〔
21〕『
新
続
古
今
和
歌
集
』（
一
首
）
巻
第
十
九
雑
歌
下
建
保
四
年
内
裏
十
首
歌
合
に
八
条
院
高
倉
二
〇
三
五
い
ざ
さ
ら
ば
こ
ん
世
を
か
ね
て
契
り
お
か
ん
か
ぎ
り
も
し
ら
ぬ
月
の
光
に
以
上
、
八
条
院
高
倉
の
歌
四
十
首
が
勅
集
に
入
集
し
て
い
る
。
高
倉
が
当
時
詠
出
し
て
い
る
歌
合
を
は
じ
め
、
私
集
な
ら
び
に
他
の
歌
集
な
ど
に
収
め
ら
れ
た
作
品
や
、
高
倉
に
関
連
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
次
の
稿
に
お
い
て
記
載
し
、
さ
ら
に
確
認
追
究
し
て
い
き
た
い
。
注
1
谷
山
茂
『
谷
山
茂
著
作
集
五
新
古
今
集
と
そ
の
歌
人
』
（
角
川
書
店
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
）
所
収
「
第
三
章
新
古
今
の
歌
人
」
309頁
（
初
出
『
新
古
今
の
歌
人
』
堀
書
店
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
）、
「
第
二
章
新
古
今
作
品
論
」
100頁
（
初
出
「
寿
本
新
古
今
和
歌
集
」
『
人
文
研
究
』
四
巻
六
号
昭
和
二
十
八
年
六
月
）
注
2
安
藤
操
「
八
条
院
高
倉
（
勅
集
の
女
流
歌
人
第
四
十
回
）」
『
学
苑
』
（
第
二
百
八
号
）
（
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
）
昭
和
三
十
二
年
九
月
注
3
安
井
久
善
「
宝
治
二
年
院
百
首
作
者
伝
」
（
『
宝
治
二
年
院
百
首
と
そ
の
研
究
』
笠
間
書
院
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
所
収
四
七
四
五
頁
「
安
嘉
門
院
高
倉
」）
注
4
久
保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
評
釈
第
一
巻
』
講
談
社
昭
和
五
十
一
年
十
月
（
54
番
歌
223頁
）（
初
出
『
国
文
学
』
昭
和
五
十
年
一
月
）
注
5
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
通
し
番
号
に
つ
い
て
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
「
凡
例
」
五
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
各
集
ご
と
に
、
和
歌
連
歌
の
別
な
く
、
そ
の
歌
頭
に
通
し
番
号
を
打
っ
た
。
た
だ
し
本
文
中
に
、
改
行
等
の
形
で
独
立
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
っ
た
。
な
お
旧
『
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
と
異
な
る
場
合
に
は
、
右
側
に
新
番
号
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
を
打
ち
、
左
側
に
旧
番
号
（
明
朝
体
）
を
付
記
し
た
。
本
稿
の
『
新
編
国
歌
大
観
』
か
ら
の
引
用
歌
に
つ
い
て
は
、
右
記
に
従
っ
て
い
る
。
注
6
久
保
田
淳
氏
（
注
4前
掲
書
225頁
）
は
、
『
為
家
集
』
に
よ
れ
ば
、『
覚
寛
法
印
勧
進
七
十
首
』
は
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
の
催
し
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
そ
の
頃
「
六
十
の
春
」
を
過
し
て
き
た
と
呼
ば
れ
る
年
齢
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
古
人
の
「
六
十
」
は
五
十
四
、
五
か
―20―
ら
六
十
三
く
ら
い
ま
で
を
指
す
い
い
方
だ
か
ら
、
今
の
場
合
も
幅
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
応
、
嘉
禎
三
年
に
丁
度
六
十
と
仮
定
す
る
と
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
の
誕
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
治
承
二
年
は
安
徳
天
皇
誕
生
の
年
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
安
徳
天
皇
惟
明
天
皇
後
鳥
羽
院
な
ど
と
同
じ
世
代
な
の
で
あ
ろ
う
。
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
為
家
の
自
歌
集
『
中
院
詠
草
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
46『
中
世
和
歌
集
鎌
倉
』
岩
波
書
店
所
収
）
に
、
冬
嘉
禎
三
年
、
覚
寛
法
印
勧
進
七
十
首
、
置
二 一
字
一
68
あ
ふ
さ
か
の
山
下
水
の
冬
さ
む
み
氷
の
せ
き
も
と
ぢ
か
さ
ね
つ
ゝ
と
、「
覚
寛
法
印
勧
進
七
十
首
」
が
嘉
禎
三
年
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
注
7
『
新
編
国
歌
大
観
Ｃ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
Ｖ
ｅ
ｒ
.
2』
（
角
川
書
店
『
新
編
国
歌
大
観
』
編
集
委
員
会
監
修
平
成
十
五
年
六
月
）
所
収
の
『
勅
集
付
新
葉
集
作
者
索
引
』
（
昭
和
六
十
一
年
名
古
屋
和
歌
文
学
研
究
会
編
）
で
は
、
八
条
院
高
倉
の
勅
集
の
句
検
索
の
「
一
覧
表
示
」
に
お
い
て
、
四
十
一
首
を
表
示
し
て
い
る
。
注
8
『
源
家
長
日
記
』
古
典
文
庫
校
者
石
田
吉
貞
昭
和
三
十
四
年
四
月
93頁
注
9
『
和
歌
大
辞
典
』
（
明
治
書
院
昭
和
六
十
一
年
三
月
）
に
お
い
て
乾
安
代
氏
に
よ
り
、
鎌倉
期
歌
人
八
条
院
高
倉
。
生
没
年
未
詳
。
嘉
禎
三
1237
年
に
六
〇
余
歳
で
生
存
。
法
印
澄
憲
女
。
「
く
も
れ
か
し
な
が
む
る
か
ら
に
か
な
し
き
は
月
に
お
ぼ
ゆ
る
人
の
面
影
」
（
新
古
今
一
二
七
〇
）
の
詠
が
後
鳥
羽
院
の
叡
感
を
蒙
り
、
歌
会
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
略
）
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
注
10
『
勅
作
者
部
類
』
な
ら
び
に
安
藤
操
氏
の
論
考
（
注
2）
で
は
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
へ
の
高
倉
の
入
集
歌
数
は
八
首
を
数
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』（
巻
第
十
八
雑
歌
下
）
の
、
西
行
法
師
、
山
ざ
と
よ
り
ま
か
り
い
で
て
、
む
か
し
出
家
し
侍
り
し
そ
の
月
日
に
あ
た
り
て
侍
る
な
ど
、
申
し
た
り
け
る
返
事
に
前
大
僧
正
慈
円
一
七
八
二
一
七
八
四
う
き
よ
い
で
し
月
日
の
か
げ
の
め
ぐ
り
き
て
か
は
ら
ぬ
道
を
又
照
す
ら
む
の
歌
が
伝
本
に
よ
っ
て
は
、
高
倉
の
歌
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
谷
山
茂
氏
（
注
1前
掲
書
）
が
既
に
言
及
し
て
お
ら
れ
る
が
、
谷
山
氏
は
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
（
明
治
書
院
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
）「
八
条
院
高
倉
」
の
項
に
お
い
て
も
、
（
略
）
新
古
今
集
雑
下
で
、
西
行
法
師
に
詠
み
あ
た
え
た
う
き
世
い
で
し
月
日
の
か
げ
の
…
の
歌
は
、
流
布
本
に
高
倉
の
作
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
は
慈
円
の
歌
で
あ
る
。
と
記
さ
れ
る
。
峯
村
文
人
氏
も
日
本
古
典
文
学
全
集
26『
新
古
今
和
歌
集
』
（
小
学
館
昭
和
四
十
九
年
三
月
）
1782歌
の
頭
注
に
お
い
て
、
底
本
（
高
木
注
:「
山
崎
宗
鑑
書
写
本
」
）
に
、
作
者
を
、
「
八
条
院
高
倉
」
と
し
、
「
イ
本
、
此
ノ
作
者
無
シレ
之
レ
」
と
注
記
。
「
慈
鎮
和
尚
か
し
よ
う
自
歌
合
」
に
よ
る
と
、
作
者
は
慈
円
じ
え
ん
。
作
者
名
を
書
か
ず
、
前
二
首
と
と
も
に
慈
円
の
作
と
し
て
い
る
伝
本
に
従
っ
て
改
め
た
。
と
さ
れ
て
い
る
。
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
を
示
す
と
、
十
禅
師
十
五
番
十
三
番
円
位
上
人
横
川
よ
り
こ
の
た
び
ま
か
り
出
づ
る
事
の
む
か
し
出
家
し
侍
り
し
そ
の
月
日
に
あ
た
り
て
侍
る
と
申
し
た
り
け
る
返
事
に
左
勝
一
八
〇
う
き
世
出
で
し
月
日
の
影
の
め
ぐ
り
き
て
か
は
ら
ぬ
道
を
ま
た
て
ら
す
ら
ん
同
行
に
契
り
け
る
人
先
立
ち
て
大
原
に
こ
も
り
た
り
け
る
に
右
一
八
一
世
を
い
と
ふ
心
の
空
の
ひ
ろ
け
れ
ば
い
る
事
も
な
き
月
も
す
み
な
ん
左
月
日
の
影
の
め
ぐ
り
き
て
と
侍
る
、
こ
と
ば
の
露
い
ま
す
こ
し
光
あ
る
や
う
に
見
え
侍
り
―21―
と
あ
り
、
慈
円
の
作
と
考
え
る
。
注
11
『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
、
一
〇
〇
二
の
ほ
か
に
一
〇
〇
八
の
歌
を
次
の
よ
う
に
「
八
条
院
高
倉
」
の
作
と
し
、
巻
第
十
二
恋
歌
二
宝
治
二
年
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
寄
玉
恋
八
条
院
高
倉
一
〇
〇
八
消
え
ね
た
だ
な
に
ぞ
は
あ
だ
の
こ
と
の
は
に
か
け
て
も
つ
ら
き
袖
の
し
ら
玉
と
あ
る
。
『
国
書
人
名
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）
な
ど
で
も
、
八
条
院
高
倉
の
歌
と
し
て
入
れ
て
い
る
が
、
乾
安
代
氏
（
注
8）
は
、
な
お
、
新
拾
遺
集
一
〇
〇
八
は
宝
治
二
1248年
院
百
首
の
安
嘉
門
院
高
倉
の
詠
。
こ
の
高
倉
と
は
別
人
か
。
と
し
て
い
る
。
久
保
田
淳
氏
（
注
4前
掲
書
225頁
）
は
、
谷
山
茂
氏
は
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
の
「
八
条
院
高
倉
」
の
項
で
、
こ
れ
が
安
嘉
門
院
高
倉
の
作
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
「
両
高
倉
は
別
人
か
、
同
一
人
か
」
と
結
論
を
留
保
さ
れ
た
。
安
井
久
善
氏
は
『
宝
治
二
年
院
百
首
と
そ
の
研
究
』
（
昭
46

11刊
）
四
七
四
ペ
ー
ジ
で
、
『
葉
黄
記
』
に
「
安
嘉
門
院
高
倉
親
縁
法
印
女
」
と
あ
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
、
安
嘉
門
院
高
倉
に
つ
い
て
、
決
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
九
条
内
大
臣
基
家
と
い
わ
れ
る
「
親
時
代
不
同
歌
合
」
に
お
い
て
も
、
両
高
倉
は
別
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
確
証
の
な
い
ま
ま
に
、
こ
こ
で
は
親
縁
女
説
に
従
っ
て
お
く
。
と
さ
れ
た
。
極
め
て
慎
重
な
処
理
で
あ
る
が
、
本
書
に
お
い
て
は
、
こ
れ
だ
け
の
材
料
が
あ
れ
ば
、
両
高
倉
は
む
し
ろ
別
人
と
見
る
べ
き
か
と
考
え
る
。
結
局
、
現
段
階
で
は
、
嘉
禎
三
年
以
後
の
八
条
院
高
倉
の
事
蹟
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
高
倉
が
八
条
院
暲
子
内
親
王
に
出
仕
し
た
の
が
い
つ
頃
か
も
、
不
明
で
あ
る
。
と
、
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
一
〇
〇
八
の
歌
は
、
八
条
院
高
倉
の
作
で
は
な
い
と
し
て
こ
こ
に
は
入
れ
な
い
。
（
た
か
ぎ
か
こ
文
化
創
造
学
科
）
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